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Ⅴ アウトカム項目

事業所は相鉄線「希望ヶ丘」駅下車、住宅街を抜けた徒歩１０分の場所です。周囲
は美しい住宅地で玄関前には広い駐車場があります。木造２階建て２ユニットのグ
ループホームです。隣接地には同一法人の小規模多機能型居宅介護事業所があり日
常的に交流してます。住宅地の中の事業所は日当たりもよく、建物の内外とも終日
陽光の映えている住環境です。事業所の横は通学路になっていて、朝夕は中学生の
元気な声が聞こえます。
＜優れている点＞
明るい住環境のもと、職員は利用者一人ひとりに寄り添い、明るく笑顔が絶えない
ホームをモットーに支援に努めています。広い庭にはみかんやキンカン、ブルーベ
リーの果樹があります。菜園にはトマトやきゅうり、ニラなどを植えています。利
用者は職員と共に四季折々の野菜作りと収穫を楽しみ、新鮮な季節の野菜が食卓を
飾っています。事業所は開設後１０余年、日頃から気軽に施設を見学する人や入居
方法の相談に地域の人達が来訪しています。防災訓練の際は近隣地域へ案内を回覧
し、地域の人達も訓練に参加するなど地域に根ざした事業所となっています。
＜工夫点＞
玄関を入ると、感染防止の防護服や消毒剤など一式を揃え、緊急時に備えていま
す。９人シートの活用で職員は利用者一人ひとりの心身の状況を常に把握していま
す。改善点と対応法を記入し、ケアプランやカンファレンスに反映出来るよう工夫
しています。

ずぅずぅは、閑静な住宅街にあり敷地内にある畑では季節の野菜や花を職員とご利
用者様で育てています。収穫した野菜は食卓を、花々はフロアを彩り、とても心地
よい空間になっています。残念ながら昨今のコロナ禍で、それまで行われていた他
ホームとの合同レクや地域行事・保育園との交流会などを行う事は難しくなってお
りますが、ずぅずぅでは各月のイベントが担当制になっており、毎月趣向を変えた
季節の行事や食事会を楽しんで頂いております。
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56 〇 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

○ 2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない ○ 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 グループホームずぅずぅ

 ユニット名 蛍

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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グループホームずぅずぅ

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活
かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを
行い、そこでの意見をサービス向上に活かしてい
る。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えな
がら、協力関係を築くように取り組んでいる。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

理念については、カンファレンスを通じて話し
合い地域の一員としての意味を一緒に考えてい
る。玄関・事務所・キッチンに理念を掲示し眼
にする事で意識を高めて共有している。

法人の理念をもとに開設時に作った事業所独
自の理念です。利用者一人ひとりに寄り添
い、その人らしさを大事に笑顔の絶えない理
念の実践に努めています。ケアに迷ったとき
は、理念に立ち返り確認をしています。

古くから自治会に入っており、毎年地域の行事
などに参加するほか、近隣保育園との交流会が
あったが、本当に残念ながらコロナ禍における
感染症対策の一環として、それまで普通に行わ
れていた日常の交流が出来ていない。安全が確
認されたら、すぐにでも再開したい希望は強
い。

自治会に加入し、回覧や運営推進会議で地域
の情報を得ています。毎月保育園や祭りなど
で地域交流を図っています。福祉体験の中学
生とのふれあいや手品やフラダンスなどのボ
ランティア来訪もあります。現在コロナ禍で
外部との交流は自粛をしています。

地域貢献においては、感染症対策の為に実施で
きていないが、11/16より今年度初の運営推進会
議があるので情報を受け取り、できる事を考え
たい。

隣接プルメリアと合同で例年奇数月に開催され
ており活動報告を行っていましたが、今年は
11/16日が最初の会となります。取り組みについ
ては先に文書にて報告をしました。運営推進会
議ではその場で活動に対するご意見を伺い、
サービスの向上に繋いでいます。

運営推進会議は２ヶ月ごと年６回開催してい
ます。メンバーは自治会役員、地域包括支援
センター担当、行政担当、知見者、家族で
す。運営や活動状況の報告の他、施設や避難
所、防災マニュアルなどの意見交換は運営に
活かしています。

生活保護をご利用されている利用者様が瀬谷
区・旭区・鶴見区・中区におられるので各区の
生活支援課とは連携が取れている。活動実績の
報告に関しては運営推進会議が開催されておら
ず報告のみ提出させて頂いている。

運営推進会議の報告や要介護認定の申請代
行、困難事例の相談などで行政と連携を図っ
ています。福祉ケースワーカーの来訪があり
ます。グループホーム連絡会の看取りなどの
研修を運営に反映しています。市の法令遵守
や身体拘束の研修も運営に活かしています。
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グループホームずぅずぅ

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービ
ス指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス
指定基準における禁止の対象となる具体的な行
為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注意を払い、防止
に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を
関係者と話し合い、それらを活用できるよう支援
している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家
族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並び
に外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反
映させている。

アイシマには身体拘束委員会が設置されてお
り、前任が役員だったことから身体拘束に関わ
るファイルがとても多い。勉強会にて何が身体
拘束になるのかを学ぶ事でケアの仕方を充分に
考えながら行っている。カンファレンスにて
度々議題で用いており話し合いの癖付けが出来
ている。玄関等施錠しているが、希望時には職
員と一緒にフロア外へ出ており閉じ込めないケ
アを意識している。

法人の研修や身体拘束適正化委員会、自己
チェックシートなどを通して周知していま
す。不適切な言葉などの事例があれば職員同
士で注意しています。フロアや玄関は保安上
施錠をしてますが、利用者の外出の気配があ
れば職員は見守り同行しています。区のＳＯ
Ｓネットワークに登録しています。

虐待についての勉強会や研修に参加し、虐待に
関する理解や虐待そのものが見過ごされる事が
ない様に注意を払い、みんなで防止に勤めてい
る。

勉強会や研修に参加し、制度を活用できる様に
勤めている。必要時には旭区高齢障害課や生活
支援課へ相談連絡し、情報を得ている。

契約時には誤解の無いように、契約書と重要事
項説明書を用い、施設入所に関して、また、
ずぅずぅとしてのケアに関して充分な説明を行
い理解・納得を図っている。契約における疑問
があれば、いつでもご連絡下さるようお伝えし
ている。

感染症対策の為に家族会の開催が出来ないた
め、ご家族様に対して電話連絡・お手紙の送
付・ずぅずぅ新聞の発行・ご利用者様との電話
での対話をしていただき『いつでも相談や連絡
ができる』と思って頂いている。また、その時
に頂いた要望や意見は反映させるように意識し
ている。

家族の来訪時や運営推進会議で要望や意見を
聞いています。電話やメール、定期発行の便
りなどで家族とコミュニケーションを図って
います。面会の予約希望を叶えたり、ドライ
ブなどの要望には本部の大型車両の活用で叶
えています。コロナ終息後に家族会の開催を
予定しています。

株式会社フィールズ



グループホームずぅずぅ

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提
案を聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務
状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会
をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの質を向上させて
いく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに努
めている。

着任後、面談の機会が設けられなかった為、日
頃から管理者として、職員から話が上がって来
易いよう努めている。カンファレンスやユニッ
ト会議、日常会話だけでなく、職員が話を聴い
て欲しいと言われれば時間を設け、キチンと向
きあい業務へ反映させるようにしている。

職員の要望や意見、提案は全体会議や申し送
りの機会に聞いています。管理者は職員が要
望や意見を言える職場環境を作っています。
季節ごとに行っている事業所の行事やイベン
トの企画、提案などは運営に反映していま
す。

考課表を用いての評価を行い、処遇改善等によ
る給与水準の獲得などを会社全体で取り組み、
環境や条件の整備をしている。勉強会や研修を
通じて、各自がスキルアップできる環境を作り
向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整
備に努めている。

アイシマでは教育委員会があり、法人内外の勉
強会や研修を受ける機会の確保や、働きながら
トレーニングしていくことを進めている。感染
症対策で全員で参加できない為、受講後数日以
内にホーム内でフィードバック研修を行い情報
統一している。

コロナ禍になるまでは阿久和地域CPでの同業種
交流会へ参加させて頂いてた。今後、同様の会
が開催される時には管理者だけでなく、一般職
の職員も参加してもらい質の向上を図りたい。

入居前には本人様と面会し、少しでも緊張がほ
ぐれるように取り組んでいる。入居後は職員全
体でしっかりと『傾聴』しケアプランに反映、
実施する事で関係づくりを行っている。

株式会社フィールズ



グループホームずぅずぅ

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている。

入居前こそしっかりと話し合っております。ご
連絡時にはご利用者様の近況を伝えながら「い
つでもお電話下さい」と、ご家族様の方でも
ペースが作りやすいようお伝えし、関係づくり
に努めている。

面接時の情報などもアセスメントへ落とす事で
ニーズを的確に把握し、プランへ反映させて
「今必要なもの」を見極めて支援している。入
居１か月は環境の変化もあり不安定になりがち
なので様子観察をしっかりと行い、臨機応変な
対応が出来るようにしている。

本人様の生活歴・考え方・好きな事・嫌な事を
きちんと理解したうえで、他者様とも馴染める
よう努めてます。

入居したらそれまで・・・ではなく、連絡を取
り合う事で、本人様をご家族様と一緒に支えて
いく関係を築いている。

馴染み深い家具や写真等を持参してもらい支援
に努めている。コロナ禍でご面会が難しい為、
お手紙を差し出したり、ご家族経由の情報によ
り、幼馴染の方やお友達からのお電話などにも
対応している。お年賀状のやりとりも毎年行っ
ている。

関係の継続の大切さを職員は理解していま
す。友人や幼なじみの人が来訪しています。
墓参りや旅行、一時帰宅などの外出はコロナ
禍で自粛しています。利用者のかかりつけの
病院は家族と一緒に行っています。手芸や書
道、珈琲などの趣味や嗜好は継続の支援をし
ています。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支援に努めてい
る。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、困難な場合は、本人本位に検討している。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている。

ご利用者様同士の相性などもあるので日ごろよ
り常に観察を行い、必要時には間に入り相互の
関係を築ける様にる様支援に努めている。

退去後も、必要時には管理者が間に入り、連絡
があれば相談や支援に努めている。また、他事
業所へ転居の場合には、ずぅずぅでの生活がわ
かるような情報やケアプランを提供する事にし
ている。

本人の話を傾聴し、会話のご不自由なご利用者
様に対しては表情やジェスチャーで思いをくみ
取り本人本位に検討している。日ごろより対話
を行う事でケアプランに反映させて、定期的に
本人の意向に寄り添っているか、検討・確認を
行っている。

散歩や入浴、夜間など職員と１対１でリラッ
クスして居る時の言葉を傾聴し把握をしてい
ます。意思表示の困難な利用者はジェス
チャーなどのサインで汲み取るようにしてい
ます。生活歴や家族の協力で把握することも
あります。

本人様やご家族様からお話を聴き、今まで生活
して来られた中の歴史を尊重し、困難な場合
は、支援の為のカンファレンスにて職員で話し
合い、家族様にも意見を求めた上で、本人本位
に検討している。

日ごろの申し送りやカンファレンスなど、職員
同士の意見交換が活発なので、ほぼ現状把握で
きている。また、支援に対し無理強いするので
はなく、本人様の出来る事を大事にしている。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援してい
る。

本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、身体状況の変
化もふまえ現状に即した介護計画を作成してい
る。また、モニタリングに関してはプランが
ケース記録に反映する事で実施状況が把握でき
確認する仕組みになっている。

通常モニタリングは３ヶ月ごとに行いケアプ
ランの見直しを実施しています。モニタリン
グやケアプランの見直しの際は、居室担当及
び職員全員で利用者一人ひとりの状況把握し
たシートを活用し、全員参加で実施していま
す。

連絡ノート等を活用し、職員間で情報を共有し
ながら実践や介護計画の見直しに活かしてい
る。

協力医療機関と連携を取っており、内科・精神
科・歯科・看護師の定期往診がある。状態悪化
時には各機関への連絡・調整が可能なので介護
の面だけでなく、医療・地域を生かした、サー
ビスの多様化による支援を実施している。

『新型コロナウイルス感染症』の影響で不十
分。安全が確立されたら、今まで来てくださっ
ていたボランティアさんや幼稚園など来所の再
開など少しづつ元の状況に戻す方向でいる。

かかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している。ご
家族様が通院対応が難しい時には施設の方で通
院支援をしている。医療との連携が確保されて
いるので、ずぅずぅでは訪問医協力の基で看取
り介護も行っている。

事業所の協力医の他、以前からのかかりつけ
医の医療も受けられるよう家族と連携し、通
院時の本人の外出準備やホームでのバイタ
ル、服薬情報などを提供し通院支援を行なっ
ています。複数の医療機関と関係を密に結ん
でいます。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めている。又
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員
は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている。

必要時には訪問看護師等に24時間にわたり相談
が出来る体制なので、個々の利用者が適切な受
診や看護を受けられるように支援している。週
に１度の往診で医療連携ノートを用いる事で情
報の統一化が図れている。

できるだけ早期に退院できるように、ご家族様
や病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

本人様やご家族様へ事業所でできることを十分
に説明しながら意向の確認と方針を共有し、医
療と連携を取り支援に取り組んでいる。お看取
りについては入居時と、その時期が来た時にム
ンテラにて状況をご理解頂き、方針の共有を
行っている。

入居時に指針を説明し同意を得ています。実
際に重度化した場合は主治医より説明をし
て、家族の気持ちに寄り添いながら訪問看護
師や主治医との連携を密にし対応していま
す。看取りの際には、家族が泊まれるように
和室の準備もあります。

全ての職員は応急手当や初期対応の勉強会・研
修を定期的に参加している。緊急時対応のフ
ローチャートもあり救急要請も分かり易く表示
されている。

災害マニュアルがあり、全職員が見る事が出来
る。コロナ禍で現在は開催が出来てないが、今
までは消防訓練を定期的に開催したり、地域の
消防訓練に参加してきた。今までの関係性から
地域との協力体制も築いている。ホームには緊
急時用に非常食３日分・非常用物品が1階備品庫
に保管されており、災害時の対策が出来てい
る。

隣接の小規模多機能型居宅介護事業所と合同
で年２回地震・火事などの総合訓練を実施し
ています。地域の人も参加し、地域の避難訓
練にも参加をしています。災害用備蓄品はリ
ストを整備して食料と飲料水を３日分準備
し、カセットコンロ・ガスボンベ、ヘルメッ
トなどの防災用品も確保しています。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている。

アイシマ行動指針にもある通り、一人ひとりの
人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ねない
言葉かけや対応をしている。排泄確認の為の声
掛けや利用者様への対応が不適切と判断すれ
ば、いつでも職員へ注意を促している。

職員はアイシマ行動指針に沿って入居者一人
ひとりの尊厳や誇りを損ねないように、プラ
イバシーを守るように努めています。声掛け
は「さん」づけを基本として、親しさの中に
も第三者が見て違和感がない対応を心掛けて
います。

日常生活の中で、食事・おやつ・レク・散歩
コースなど選択のできる問いかけを心がけい
る。ケアプラン作成時には出来るだけ本人の希
望を聞き出し、反映するようしている。

蛍ユニットの通常の流れでは午前中に散歩と入
浴があるが、ご気分がすぐれず午前中難しいよ
うであれば午後に入浴をご利用頂きます。ま
た、午睡の希望あれば一度午睡で体力温存し、
午睡後は就寝までの間、フロアで生活して頂く
ようにしています。

２月に一度、訪問カットの美容師さんが来る。
希望に沿って染色やパーマにも対応して貰える
ので、その人らしい身だしなみやおしゃれがで
きるように支援している。

出来る方とは利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている。家事の難しい方には一
緒にメニューを考えるなど、利用者と職員が一
緒に食事を楽しめるよう工夫をしている。

献立は利用者の意向を尊重して決めていま
す。「寒い時にはラーメンが食べたいね」と
の声でラーメンにしたり、できる人は調理の
手伝いもしています。ホームの畑で栽培した
キュウリやナスなどが食卓を飾り、庭のブ
ルーベリーでジャムを作ったりしています。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支援を行ってい
る。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫
や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をして
いる。

現状把握の為に食事・水分チェック表を用いて
おり、一人一人の状態を把握しています。高齢
者様なので、生活習慣病の観点から塩分や糖
分、油分の摂りすぎに注意しております。

毎週１回、あさがお歯科の訪問診療がある。口
腔衛生管理体制加算を頂いており、日常生活で
は出来るだけご自身にてケアをして頂くもの
の、口腔衛生は大切な支援なので口腔衛生にお
ける助言書を基に日ごろのケアを行い必要時に
は介助にて対応をしている。

特に排泄の時間は決まっておらず、排泄チェッ
ク表を用いて排尿での失敗がある方には事前に
お声掛けする事でオムツのいらない排泄の自立
支援が行えている。また、立位が取れる利用者
の方々については、様子観察を行って的確な時
間にトイレへお連れする事で、排泄に向けた支
援を行っている。

一人ひとりの排泄チェック表を活用して排泄
パターンを検討し、できるだけトイレでの排
泄を目指しています。排泄の自立支援を目指
しタイムリーな声掛けや立位の工夫もしてい
ます。立位が難しい場合もトイレでの排泄を
大切にして２名介助も行っています。

便困時にはオリーブオイルやオリゴ糖を食し、
歩行や体操、腹部の温パック、水分を出来るだ
け多く飲んでいただく等、個々に応じた予防に
取り組み腸が活動しやすいような支援を行って
いる。

職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわず
に、個々に応じた入浴の支援をしている。ま
た、転倒リスクが少ない事や皮膚疾患に悪影響
が出ないなど、可能であれば入浴剤を入れ、少
しでも楽しく気持ちよく入れる様に工夫してい
る。

入浴は基本的には午前中の時間帯ですが、一
人ひとりの今までの生活習慣を可能な限り尊
重しています。入浴を拒否する場合は順番を
替えたり、声掛けを工夫して対応していま
す。季節のしょうぶ湯やゆす湯、温泉入浴剤
で旅気分の演出も行っています。
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グループホームずぅずぅ

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう
支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。また、普段は行
けないような場所でも、本人の希望を把握し、家
族や地域の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している。

室温や換気に気を付け、昼食の後や夜間帯を通
じて安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る。夜間就寝前にはトイレのご利用を促したり
パジャマへ更衣するなど気持ちよく入眠出来る
よう工夫している。

オレンジ薬局と連携を取り、外来受診の多い蛍
ユニットでは担当薬剤師とマメな連絡を取って
いる。内服薬に変更のある時、初めて薬を飲む
ときなど、観察すべき注意事項を教えて頂いて
いる。

一人ひとりの生活歴（学校や栄養士の先生）や
力を活かした役割（手先が器用）、嗜好品（１
日１回はコーヒーの時間）、楽しみごと（ご家
族との電話や面会）、気分転換（２階フロアへ
の訪問や外気浴・散歩）等の支援をしている。

戸外に出かけられるよう支援に努めているが、
感染症対策の観点から午前に散歩へ行く事が精
いっぱいで十分に支援出来てはいない。ご家族
様との面会もホーム玄関での面会なのでホーム
近隣のお散歩に行かれる事をお伝えしている。
今後は少人数での定期的な近隣ドライブを計画
している。

近隣の散歩や日常雑貨などの買い物に同行支
援をしています。季節の外出として、初詣や
花見などを車イスの利用者も一緒に参加して
楽しめるよう支援しています。天気の日には
外に出るようにし、畑で栽培している野菜の
世話や花への水やりも支援をしています。

思わぬ誤解を生まない様にホームでは立て替え
精算をお願いしている為、基本的には本人一人
ひとりは金銭の管理はしていないが、コロナ禍
以前では金銭的には立て替え精算だったもの
の、ご利用者様と一緒に買い物に行き、社会参
加できる支援を行っていた。
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グループホームずぅずぅ

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度な
ど）がないように配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わか
ること」を活かして、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫している。

職員はご家族様と本人様の間に入り、希望があ
る時には予め決められていた方法で連絡が取れ
るように支援している。電話の際は、深夜早朝
を避けて対応するようにしている。

証明は足元が確認出来るようにLED照明を一部利
用している。食事の際は食事に集中出来るよう
にピアノ音楽などを流し、午睡や就寝時間前に
はオルゴール音楽を流し癒しの空間になるよう
にしている。車椅子でも自操が行えるような
テーブル配置をしており、温度・湿度の変化が
わかるようにフロアには温湿度計が設置してあ
り職員は日頃より注視し居心地よく過ごせるよ
うな工夫をしている。

リビングには明るい日差しが差し込み壁には
季節の飾りや習字など利用者の作品、イベン
トの写真を飾っています。廊下も広く、車い
すでも自由に動いています。午前中はレクリ
エーションで楽しみ、午後は入浴や居室で過
ごしたりしています。コロナ対策は、換気・
消毒と共に、各居室に加湿機能付き空気清浄
機を設置しています。

リビングのソファーでは、うたた寝する方もお
られ、食席では塗り絵や本などそれぞれの方が
好きなように過ごせている。また、個室管理な
のでご利用者様によっては一人になりたい時は
自室に入られ過ごされている。

本人や家族と相談しながら、使い慣れたものや
好みのものを持参して頂いており、なるべく今
まで住んでいた家と変わらぬように、本人様が
居心地よく過ごせるように工夫をしている。時
にはご家族様へ相談し、洋服も新しい物でな
く、古くてもご自身が好んで着ていた着衣を
送って頂く事もある。

居室は日が良く入り明るく、利用者は使い慣
れた家具や思い出の品を持ち込み、自分の好
きなレイアウトにして過ごしています。居室
担当職員が清掃やクローゼット内の整理、衣
類管理などを支援し、室内を清潔に保ってい
ます。

今日がいつなのかが分かるように、フロアには
大きなカレンダーがあり、利用者様が日付交換
をしている。毎日口腔体操の際には「今日がど
んな日だったか」が分かるように一人一人全員
に一日を振り返って頂く時間を作っている。安
全で自立した生活が送れる様に、また、感染症
対策の為、衛生面にも注意し工夫している。
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56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない ○ 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 グループホームずぅずぅ

 ユニット名 虹

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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グループホームずぅずぅ

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活
かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを
行い、そこでの意見をサービス向上に活かしてい
る。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えな
がら、協力関係を築くように取り組んでいる。

事業所の理念は事務所やキッチンに貼
付する事でいつでも目に入るようにし
理念共有と実践につなげている。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

コロナ禍であり現在は自粛してます
が、自治会には入っており今までお祭
りや近隣保育園との交流会をしてい
た。時期が来たら、再開しようと思っ
ている。

地域貢献においては感染症対策の為に
実施できていないが、11/16より運営推
進会議が再開となるので、地域の方へ
向けて発信し活かしていく。

感染症対策の為に今年の運営推進会議
は休会しているが、11/16より再開する
ので情報を受け取り、サービスの向上
に繋いでいきたい。

2階　虹ユニットには瀬谷区・旭区・戸
塚区・鶴見区の生活保護の方がおられ
管理者と共に各所との連携を図ってお
ります。
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グループホームずぅずぅ

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービ
ス指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス
指定基準における禁止の対象となる具体的な行
為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注意を払い、防止
に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を
関係者と話し合い、それらを活用できるよう支援
している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家
族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並び
に外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反
映させている。

身体拘束委員会のマニュアルがあり、
職員は勉強会やカンファレンスを通じ
自身のケア方法が「身体拘束」になら
ないかを意識している。施錠に関して
安全対策の為施錠しているが、希望時
には職員と一緒にフロア外へ出ており
閉じ込めないケアを意識している。

勉強会や研修に参加し、虐待等が見過
ごされる事がない様に注意を払い、防
止に勤めている。

職員は勉強会や研修に参加し、制度を
活用できる様に勤めている。生活保護
を利用している方が多いので時期が来
たら後見人制度の利用も考えている。

契約時の締結時には契約書や重要事項
説明書を用いて十分な説明を行い理
解・納得を図っている。疑問等が生じ
た場合には、いつでもご連絡に対応す
る事を伝え、管理者より説明を行って
いる。

感染症対策の為に家族会を開く事が出
来ていないため、ずぅずぅ新聞の発行
やご利用者様とご家族様のお電話時等
の際にご意見を頂戴した場合には反映
させるように意識している。
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グループホームずぅずぅ

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提
案を聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務
状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会
をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの質を向上させて
いく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに努
めている。

面談の機会を設けられなかった分、日
頃から話しやすい雰囲気づくりを心が
けている。またユニット会議ではを通
じ、職員の意見をきいて業務に反映さ
せるように意識している。

考課表を用いて勤務状況を評価する事
や処遇改善加算などによる給与水準の
確保など会社が力を入れている事で職
場環境・条件の整備に努めている。

アイシマには教育委員会があり、法人
内外の勉強会や研修を受ける機会の確
保や、働きながらトレーニングしてい
くことを進めている。

コロナ禍であるため交流会への参加は
無いが、今後再開した際には主任か管
理者が積極的に参加し、ずぅずぅ職員
のサービスの質を向上していく。

入居前に面会する事で、ご利用者様自
身だけでなくご家族様の不安にも向き
合い解決に向けて話し合っている。入
居後は職員全体で傾聴を行いプランに
反映、実施する事で安心感につながっ
ている。
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グループホームずぅずぅ

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている。

サービス開始の段階で出た困りごとに
関しては、その場で解決できるか対応
する。また不安な事があれば「いつで
も連絡してください」と伝え、ご家族
様との関係作りを行っている。

本人様・ご家族様の要望を伺い、カン
ファを行い支援内容を決めている。必
要時には他のサービスも検討し、臨機
応変な対応をするよう意識している。

職員が優位に立たない様に意識し、暮
らしを共にする者同士の相互的な関係
を築いている。

家族との連絡を取りながら、共に本人
を支えていく関係を築いている。

馴染み深い家具や写真等を持参しても
らっている。年賀状の交換やお電話で
の会話などがスムーズに行えるよう支
援に努めている。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支援に努めてい
る。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、困難な場合は、本人本位に検討している。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている。

虹ユニットではご利用者様同士が支え
あう関係性が保てており、立位が難し
い利用者様の食器を健脚なご利用者様
が運んでくださるなど支えあえてい
る。時に喧嘩など怒った時には職員が
間に入り相互の関係が保てるように支
援に努めている。

退去後も連絡があれば、管理者対応に
より相談や支援に努めている。また、
他事業所へ転居される時には、その方
の生活支援がわかるようにケアプラン
や生活歴の報告をしている。

本人様との何気ない日常会話の中で意
向を把握し、ご家族への聞き取りも
行っている。また、会話の困難な方の
場合は生活歴から本人本位での推測を
行っている。

アセスメントシートを利用し、本人が
今まで生活して来られた中の歴史から
暮らしの把握をしている。困難な場合
は情報より推測し本人本位に検討して
いる。

カンファレンスや申し送りにより、現
状の把握に努めており、おおむね現状
把握している。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援してい
る。

日常生活の中で課題を見つけ、本人
様・ご家族様のご意見と、必要時には
医療機関との連携をとりながら現状に
即した介護計画を作成している。プラ
ンはケース記録に反映されており、モ
ニタリングに活用している。

連絡ノート等を活用し、職員間で情報
を共有しながら実践や介護計画の見直
しに活かしている。

協力医療機関と連携があり、必要時に
は受診調整や相談が可能である。介護
だけでなく地域や医療などサービスの
多様化に取り組んでいる。

地域資源の利用という面では感染症対
策により現況難しい状況ながら、晴れ
た日には隣接するプルメリアさんの庭
に咲く花を観にお散歩兼ねて訪問し楽
しませて頂いている。

入居時にご本人様の状況により内科医
または精神科医を選択し適切な医療を
受けられるように支援している。ずぅ
ずぅでは協力医療機関の基、看取り介
護も行っている。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めている。又
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員
は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている。

週に一度の定期訪問の他、24時間連絡
が取れる体制をとっているので急変時
にも適切な受診や看護が出来る。

できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努め
ている。又は、そうした場合に備えて
病院関係者との関係づくりを行ってい
る。

重度化した場合には事業所でできるこ
とを十分に説明しながら方針を共有
し、ご家族や本人様の意向を確認す
る。看取りに関しても医療職とも連携
をとりながらチームで支援に取り組ん
でいる。

全ての職員は応急手当や初期対応の勉
強会・研修を定期的に参加している。
緊急時対応のフローチャートもあり救
急要請も分かり易く表示されている。

消防訓練の際に、夜間や地震想定の避
難訓練方法を振り返っている。ずぅ
ずぅ1階には非常食や非常用物品の準
備、訓練記録がありいつでも災害時想
定を振り返る事が出来る。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている。

ずぅずぅ1階には接遇のマニュアルがあ
り、トイレの際に排泄の有無を大声で
聞くなどしないよう、一人ひとりの人
格を尊重した声掛けや、誇りやプライ
バシーを損ねない対応をしている。

日常生活の中で口腔体操を利用者様が
皆さんの前に出てリードして頂く事で
本人様に積極性が生まれ、思いや希望
を表したり、自己決定できるように働
きかけている。

1日の生活スケジュールは特に決めてい
ないので、テレビ鑑賞や塗り絵、読書
などその人がしたい生活をして頂いて
いる。

2か月に一度、訪問カットの美容師さん
が来られる。普段の服装も、どちらが
良いかを都度選択して頂き、その人ら
しい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している。

食事作りや皿洗いの他、配膳・下膳の
できる利用者様には、行う事の難しい
方の配膳を職員見守りで行って頂いて
いる。ご利用者様同士で支えあう関係
性が出来ている事で食事もより楽しい
時間となっている。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支援を行ってい
る。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫
や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をして
いる。

食事量や水分量が把握できるように
「食事・水分チェック表」を利用して
いる。食事形態は咀嚼力や嚥下力を考
慮し、刻みやミキサー食など、その人
にあった形で提供している

毎食後は全員がケア出来るように声掛
けを行っている。口腔衛生おける助言
書を基に、口腔内の衛生が保てるよう
に必要時は介助にてケアを行ってい
る。

立位が取れる利用者の方々について、
トイレでの排泄や排泄の自立に向けた
支援を行っている。〇時に排泄誘導と
決まっていないが、必要な方には声掛
けをする事で排泄の自立に向けた取り
組みをしている。

水分を出来るだけ多く飲んでいただく
等、飲食物の工夫や運動への働きかけ
等、個々に応じた予防に取り組んでい
る。

職員の都合で曜日や時間帯を決めてし
まわずに、個々に応じた入浴の支援を
している。ご希望のある方には入浴剤
を入れて頂き、少しでも気持ちよく入
浴が出来るように支援している。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう
支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。また、普段は行
けないような場所でも、本人の希望を把握し、家
族や地域の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している。

虹ユニットはテレビ好きなご利用者様
が多く起床から消灯までのフロアはテ
レビの音が流れているが、御昼寝の時
や夜間などは静かに眠れる様に切って
いる。また、夜間はパジャマへ更衣す
る事で、気持ち良く寝て頂けるように
支援している。

ご利用者様のお薬の情報を職員間で統
一出来るように個人ファイルへ挟んで
いる。担当薬剤師とは服薬内容につい
て変更のあった時など、連携を図り安
全に服薬出来るように支援している。

一人ひとりの生活歴や力を活かした役
割を持っていただけるように職員が関
わっている。利用者間同士でも支えあ
う関係性が出来ており、それが役割り
の内容に活かされている。ご希望があ
ればご家族様へお電話し、会話を楽し
んで頂ている。

感染症対策の観点から、デパートでの
買い物などが難しい支援もあり満足に
出来てはいない。ご家族様へは面会に
来て頂いた際に一緒にお散歩へお出か
けして頂くなど安全な場所を選んで頂
いている。今後はホームとしても近距
離ドライブなど外出支援として考えて
いる。
基本的にはホームに金銭を持ち込んで
おらず、ご家族様または後見人様また
は会社が通帳を管理している。現在コ
ロナ禍で買い物希望時は職員が行い立
て替え精算をしている。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度な
ど）がないように配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わか
ること」を活かして、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫している。

ご家族様へご協力をお願し、予め決め
てある方法で連絡を取っている。電話
の際は、深夜早朝を避けて対応するよ
うにしている。

季節の物を飾るなど季節感を採り入れ
て、居心地よく過ごせるような工夫を
している。テレビ好きな方の多いユ
ニットでテレビ番組が話題に上がる事
も多いので、就寝時以外はご利用者様
同士で選んで頂き好きな番組を見て
貰っている。

共用空間の中で、食席は気の合った利
用者同士が座っている。和室には自宅
にあるような洗濯物干しがあり、好き
にご利用できる。また個室が完備され
ているので一人になりたい時は自室を
利用されている。

居室は本人や家族と相談し使い慣れた
ものを持参してもらっている。本人が
居心地よく過ごせるように、必要時に
はご家族様へ相談し、住みやすい場所
になる工夫をしている。

口腔体操の誘導を行う事の可能な利用
者様が担当制にて行っている。食事時
の配膳も、利用者間で助け合いが出来
ている。また、お手伝い頂いてるご利
用者様は「ありがとう」と感謝される
事で、相互の円満な関係に繋がってお
り安全で自立した生活が送れる様に支
援できている。
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